


 

防災と命を考える

はるかのひまわり絆プロジェクト 講話

                                               

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 月 29 日(木) 花の苗の定植活動 

マリーゴールの苗を 100 株寄付。“はるかのひ

まわり”の周りに美化委員会の生徒と一緒に 

植えました。貴重な世代間交流活動です。 

5 月 12 日(月) 朝の挨拶運動開始 (正門にて) 

5 月 14 日(水) “はるかのひまわり”花壇づくり 

5 月 26 日(月) 美化委員とひまわりの種まき 

6 月 05 日(木) “はるかのひまわり”講話 

三中の生徒と先生の応援団として様々な活動

をしています。 

5 月 28 日(水) おはなし会の為の勉強会 

6 月 17 日(火) 第 1 回 おはなし会開催 

どんなおはなし、

絵本を届けたらよい

か勉強会で検討し

ています。 

生 の 声 を 大 切 に

読書の面白さを伝

えられるよう活動し

ています。 

 

6 月 12 日(木)から今年度の活動開始  

“三中生にとって居心地の良い図書室”となる

ような環境づくりや本の修理

などをしています。 

(月 2 回程度) 
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図書室前のディスプレイ 

 

“はるかのひまわり絆プロジェクト”本部代表の松島様をお招きし、阪神淡路大震災や東日本大

震災の実体験と復興する人々の絆の強さをお話いただきました。 また、三中での取組に関わ

ってきた方々を交えた質疑応答の時間では、三中生からたくさんの手が上がり、一つ一つ丁寧

な回答をいただきました。三中生が防災を自分事として考えるきっかけとなりました。 

「地域学校協働活動」とは、学校運営協議会で話し合った内容など

を踏まえ、地域の高齢者、学生、保護者、PTA、NPO、団体・機関等の

幅広い地域住民等の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長

を支えるとともに、「学校を核とした地域づくり」を目指して、地域と

学校が相互にパートナーとして連携・協働して行う様々な活動です。 

 

三中の 

地域学校協同活動 

の一部を紹介します  

小山第三中学校の地域学校協働活動紹介 Vol.1 
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職員室前にも種まき 

 
講話の松島様と(右から 2人目) 

 

修理しながら話し合い 

 

大
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マリーゴールドはセンチュウ対策で

ひまわりを守る効果が期待されます 

 

6/16 の職員室前 

 

おはなし会は朝の 20 分間 

全学級で同時開催できました 
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